
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
第
二
波
に
不
安
広
が
る

非
常
事
態
宣
言
解
除
後
、
首
都
圏
や
大
阪
と
並
ん
で
、
愛
知
県
で
は
名
古
屋
市

を
中
心
に
感
染
が
広
が
り
、
連
日
感
染
者
数
が
増
え
続
け
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
栄
・
錦
三
地
区
に
対
し
、
休
業
や
時
短
の
要
請
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
「
一
日
、
一
万
円
の
休
業
補
償
で
は
と
て
も
足
り
な
い
」
「
こ
ん
な
こ

と
が
何
度
も
続
く
と
、
お
金
の
問
題
よ
り
も
心
が
折
れ
て
し
ま
う
」
と
悲
痛
な

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
休
業
要
請
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
他
の
名
駅
地
区
な

ど
も
、
人
通
り
が
途
絶
え
、
「
持
続
化
給
付
金
も
入
り
、
融
資
も
受
け
た
が
、

い
つ
ま
で
耐
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
と
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
名

古
屋
市
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
河

村
市
長
に
は
、
愛
知
県
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
を
増
や
す
よ
う
、
要
望
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
や
、
資
金
繰
り
の
悩
み
な
ど
、
民

商
の
役
員
、
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

家
賃
支
援
給
付
金
の
申
請
も
民
商
で

８
月
１
２
日
（
水
）
、
２
人
の
方
が
民
商
事
務
所
に
来
て

家
賃
支
援
給
付
金
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
の
方
は
、

ス
マ
ホ
操
作
が
で
き
な
い
た
め
、
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
で
申

請
。
工
場
の
家
賃
の
契
約
期
間
が
、
ち
ょ
う
ど
該
当
し
、
賃

貸
人
等
の
変
更
も
な
い
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
ま
し
た
。
前
回
持
続
化

給
付
金
で
使
用
し
た
添
付
書
類
も
、
そ
の
ま
ま
添
付
で
き
、
１
時
間
半
ほ
ど
で

申
請
が
終
わ
り
ま
し
た
。
午
後
の
方
は
、
二
十
歳
く
ら
い
の
娘
さ
ん
が
ス
マ
ホ

で
申
請
を
手
伝
い
、
お
母
さ
ん
の
用
意
し
た
書
類
を
ど
ん
ど
ん
入
力
。

賃
貸
借
契
約
書
が
８
枚
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
「
写
真
Ｐ
Ｄ
Ｆ
変
換
」
ア
プ
リ

を
使
っ
て
ひ
と
つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
写
真
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
す
る
ア
プ
リ
は
「
画
像
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
」
（
無
料

ア
プ
リ
）
も
使
え
ま
す
。
１
７
日
も
、
別
の
会
員
が
母
娘
で
来
所
。
２
０
代
の

娘
さ
ん
が
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
申
請
作
業
。
「
こ
れ
か
ら
申
請
す
る
方
は
、

フ
ァ
イ
ル
添
付
の
時
に
容
量
が
大
き
く
て
エ
ラ
ー
に
な
る
と
入
力
項
目
が
一
部

消
え
て
し
ま
う
の
で
、
写
真
添
付
を
先
に
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
せ
る
の
は
、
や
は
り
若
者
で
す
ね
。
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数は力！あなたのまわりの業者の方を民商にご紹介ください！

ネグレクト（育児放棄）事件を考える

2020年7月のはじめ、東京都大田区の自宅に3歳の娘を1週間放置し死亡させたとして保護責任者遺棄致

死の疑いで、24歳の母親が逮捕されました。母親は、その間、知人の男性宅に宿泊。子の死因は飢餓と高

度脱水症状だったそうです。両親がいれば安全、というわけでもありません。

つい先日は、３歳と１歳女児を11日間自宅に置き去りにした保護責任者遺棄の疑いで、鹿児島市の無職

の父親（28）と、派遣社員の母親（24）が逮捕されました。

幸いにも、姉が自力で外に出て保護され、自宅で倒れていた妹も、半開きの玄関ドア越しに近隣住民が

みつけ110番通報し救われたそうです。これらの事件報道に接して、10年前の大阪市西区の事件を思い出

した人もあったでしょう。当時23歳の母親が、３歳の長女と１歳の長男を、密閉された自宅マンションに

約50日間、置き去りにし死亡させた事件。母親は殺人罪等で懲役30年の刑が確定、服役中です。

繰り返される悲劇をどう防いだらいいのでしょう。子育てを放棄する親の無責任が責められることは当然

です。しかし、それだけで問題は解決しません。子育ては、もともと密室で行うものではないはずです。

子にも、子育てをする親にも、周囲のサポートが絶対的に必要です。

ソーシャルディスタンスの要請などもあり、人と関わりにくくなった今日ですが、それだけに親が子育

てを抱え込み、虐待の危険が高まっています。私たちにできることは、無関心を正当化しないことでしょ

う。「かわいいね」の声掛けが子育てに疲れた気持ちをほぐすこともあるかもしれませ

ん。緊急のときには110番、「虐待かもと思ったら、いち・はや・く（189）」。

児童相談所への189番通報も覚えておいてください。

弁護士法人 名古屋北法律事務所 弁護士 山内益恵


